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~１ 所属団体名及びその地位の欄には、その
所属する団体及びその地位が二つ以上ある
場合は、その全部を列挙して記入する。
２ 略歴の欄には、被推薦者の所属し、又は
所属していた団体における略歴を記入する
こと。

公 聴 会

一 般 ガ ス 供 給 約 款 の 変 更 の 認 可 に 係 る 公 聴 会 の 開

催
ガ ス 事 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 五 年 通 商 産 業 省

令 第 九 十 七 号 ） 第 百 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、

件 名 、 公 聴 会 の 期 日 及 び 場 所 並 び に 事 案 の 要 旨 を

次 の よ う に 告 示 す る 。

平 成 二 十 四 年 四 月 四 日

関 東 経 済 産 業 局 長 照 井 恵 光

一 件 名 沼 田 ガ ス 株 式 会 社 申 請 の 一 般 ガ ス 供 給

約 款 の 変 更 の 認 可 に 係 る 公 聴 会

二 期 日 平 成 二 十 四 年 四 月 二 十 六 日 午 後 二 時

か ら

三 場 所 沼 田 市 中 央 公 民 館 第 一 会 議 室 （ 群 馬

県 沼 田 市 東 倉 内 町 八 百 二 十 九 番 地 一 ）

四 事 案 の 要 旨

１ 一 般 ガ ス 供 給 約 款 の 変 更 （ 総 括 原 価 見 直 し

に よ る 料 金 改 定 ）

２ 詳 細 は 、 関 東 経 済 産 業 局 資 源 エ ネ ル ギ ー 環

境 部 ガ ス 事 業 課 （ 埼 玉 県 さ い た ま 市 中 央 区 新

都 心 一 番 地 一 さ い た ま 新 都 心 合 同 庁 舎 一 号

館 ） 及 び 沼 田 ガ ス 株 式 会 社 （ 群 馬 県 沼 田 市 材

木 町 千 二 百 九 十 一 番 地 一 ） に お い て 閲 覧 に 供

す る 。

五 そ の 他

１ 公 聴 会 に 出 席 し て 意 見 を 述 べ よ う と す る 者

は 、 別 記 様 式 に よ り 、 住 所 （ 郵 便 番 号 及 び 電

話 が あ る 場 合 は 電 話 番 号 を 付 記 す る こ と 。 ） 、

氏 名 （ ふ り が な を 付 す こ と 。 ） 、 職 業 （ 団 体 又

は 企 業 に あ っ て は 、 そ の 名 称 、 所 在 地 及 び 代

表 者 の 氏 名 並 び に そ の 団 体 又 は 企 業 を 代 表 し

て 意 見 を 陳 述 す る 者 の 氏 名 （ ふ り が な を 付 す

こ と 。 ） 及 び 職 名 ） 及 び 意 見 の 概 要 を 記 載 し た

関 東 経 済 産 業 局 長 あ て の 意 見 陳 述 届 出 書 （ 一

人 一 通 に 限 る 。 ） を 作 成 し 、 封 筒 の 表 に 「 沼 田

ガ ス 株 式 会 社 関 係 公 聴 会 陳 述 希 望 」 の 旨 を 記

載 し て 、 平 成 二 十 四 年 四 月 十 一 日 ま で に 関 東

経 済 産 業 局 資 源 エ ネ ル ギ ー 環 境 部 ガ ス 事 業 課

（ 郵 便 番 号 三 三 〇 e 九 七 一 五 埼 玉 県 さ い た

ま 市 中 央 区 新 都 心 一 番 地 一 さ い た ま 新 都 心

合 同 庁 舎 一 号 館 ） に 到 達 す る よ う 提 出 す る こ

と 。
な お 、 意 見 陳 述 の 届 出 が 多 数 の 場 合 は 、 関

東 経 済 産 業 局 長 が 意 見 を 述 べ る こ と の で き る

者 を 指 定 の 上 、 そ の 旨 を 届 出 者 あ て 通 知 す る 。

２ 傍 聴 を 希 望 す る 者 は 、 郵 便 往 復 は が き （ 住

所 、 氏 名 及 び 「 沼 田 ガ ス 株 式 会 社 関 係 公 聴 会

傍 聴 希 望 」 の 旨 並 び に 返 信 用 は が き の あ て 先

を 必 ず 明 記 す る こ と 。 た だ し 、 一 人 一 通 に 限

る 。 ） に よ り 、 平 成 二 十 四 年 四 月 十 一 日 ま で に

関 東 経 済 産 業 局 資 源 エ ネ ル ギ ー 環 境 部 ガ ス 事

業 課 （ 郵 便 番 号 三 三 〇 e 九 七 一 五 埼 玉 県 さ

い た ま 市 中 央 区 新 都 心 一 番 地 一 さ い た ま 新

都 心 合 同 庁 舎 一 号 館 ） に 到 達 す る よ う 申 し 込

む こ と 。

な お 、 傍 聴 申 込 み が 多 数 の 場 合 は 、 抽 選 に

よ り 傍 聴 者 を 指 定 の 上 、 そ の 旨 を 申 込 者 あ て

通 知 す る 。

３ 公 聴 会 が 前 記 第 二 号 の 期 日 中 に 終 了 し な い

と き は 、 翌 日 以 降 も 続 行 す る 。

４ 期 日 ま で に 意 見 陳 述 届 出 書 の 提 出 が な い 場

合 は 、 公 聴 会 は 開 催 し な い も の と す る 。

様式
意見陳述届出書

関東経済産業局長 殿

届出者 氏 名
（ふりがな）

（郵便番号）
住 所

（電話番号）
職 業

沼田ガス株式会社申請の一般ガス供給約款の変
更の認可に係る公聴会に出席して意見を述べたい
ので、次のとおり意見の概要を付して届け出ます。

（意見の概要）
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備考
１ 届出書の用紙の大きさは、できる限り日
本工業規格Ａ４とすること。
２ 意見の概要は、できる限り所定の欄に記
載することとし、意見の詳細を記載する場
合には、別紙に記載して届出書に添付する
こと。
３ 団体又は企業の場合は、氏名の欄にはそ
の名称、代表者の氏名及びその団体又は企
業を代表して意見を陳述する者の氏名（ふ
りがなを付すこと。）を、住所の欄にはその
団体又は企業の所在地を、職業の欄にはそ
の団体又は企業を代表して意見を陳述する
者の職名を記載すること。

諸 事 項

南富良野区域特定地域整備事
業実施計画（変更）の公告

南富良野区域特定地域整備事業実施計画の変更
の認可の申請を適当とする旨の決定をしたので、
独立行政法人森林総合研究所法（平成11年法律第
198号。以下「法」という。）附則第９条第３項の
規定によりなおその効力を有するものとされた独
立行政法人緑資源機構法を廃止する法律（平成20

年法律第８号）による廃止前の独立行政法人緑資
源機構法（平成14年法律第130号。以下「旧機構
法」という。）第19条第４項において準用する土地
改良法（昭和24年法律第195号）第８条第６項の
規定に基づき公告し、同事業実施計画書（変更後）
の写しを次のとおり縦覧に供する。

今般、神奈川労働局の関係事業主を代表する者
北里さとしの辞任の申出に伴い、労働保険審査官
及び労働保険審査会法（昭和31年法律第126号）
第５条及び同法施行令（昭和31年政令第248号）
第２条第１項の規定に基づき、補欠の関係事業主
を代表する者を指名いたしたいので、資格がある
事業主の団体は、下記により関係事業主を代表す
る者の候補者を推薦されたい。
平成 24年４月４日

厚生労働大臣 小宮山洋子
記

１ 推薦資格 労働保険の保険料の徴収等に関す
る法律（昭和44年法律第84号）第３条に規定す
る労災保険に係る労働保険の保険関係の成立し
ている事業の事業主の加入している事業主の団
体であって、神奈川労働局の管轄区域内に組織
を有するものであること。
２ 推薦手続 推薦に当たっては、別紙様式によ
る推薦書の正本及び副本に候補者の履歴書２部
を添えて提出すること。
３ 推薦締切日 平成24年４月13日
４ 推薦書及び添付書類提出先 神奈川労働局労
働基準部労災補償課
様式

平成 年 月 日
厚生労働大臣 殿

団体名及びその代表者名
印

参与候補者の推薦について
労働保険審査官及び労働保険審査会法第５条の
規定に基づく関係事業主を代表する者の候補者と
して、次の者を推薦します。

第三者所有物の没収に関する
公告

平成 24年４月４日
名古屋地方検察庁検察官

刑事事件における第三者所有物の没収手続に関
する応急措置法第２条第２項の規定により、下記
のとおり公告する。
下記の物の所有者は、平成24年４月18日までに
被告事件の係属する裁判所に同被告事件の手続へ
の参加を申し立てることができる。

記
１ 係属裁判所 名古屋地方裁判所刑事第６部
２ 被告事件名 õ博開帳図利
３ 被告人氏名 山田税由こと 中村 税由
４ 公 判 期 日 平成24年４月19日
５ 没収すべき物の品名、数量その他その物を特
定するに足りる事項
現金291万1¶000円
（名古屋地方検察庁 平成24年領第916号符
号１・２・４の１・５）

６ 没収の理由となるべき事実の要旨
被告人は、北上拓也らと共謀の上、平成24年
２月４日、名古屋市中区栄４丁目11番１号アイ
ランドビル２階所在のバカラõ博店「ゴッホ」
店内において、õ博場を開帳し、õ客らに、õ
金代用チップ及びトランプカードを使用して金
銭をõけさせ、いわゆる「バカラ」と称するõ
博をさせ、その際、同人らからバンカーコミッ
ション等の名目で金銭を徴収し、もってõ博場
を開帳して利益を図ったものである。
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